
　　　　

R8 年 3 月 24 日

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

季節ごとの行事（ハロウィン・クリスマス・正月等）、同法人内と合同で行うまはろ祭りの開催、お誕生日会、避難訓練（火災・地震・防犯　年3回以上）

（別添資料１）

家族支援

障害特性に応じた家庭環境への助言、配慮
家庭環境に合わせた児童に関する助言 移行支援

進級や進学等の生活の切り替え時や卒業後の進路へのスムーズな移行に向
けて、ご本人の発達状況に合わせた支援、ご家族の方との情報共有や相談
援助を行っていく。

地域支援・地域連携

学校や相談支援員、医療機関との連携や調整。

職員の質の向上

事業所内研修、外部研修の実施。
療育や制度に関する事業所内スタッフミーティングの定期開催。

支　援　内　容

食事や排泄の自立に向けた支援や手洗い、洋服類の着替えや自己管理などの基本的生活行動を身に着けられるように支援を行う。
体調の観察を行い、適切な支援に繋げる。

音楽に合わせてのダンスや室内運動遊具を使用しての粗大運動、シール貼りや千切り絵等での微細運動、感覚を含めた全身の発達をうながせる支援を行う。

本
人
支
援

行動の切り替えや終わりなどはタイムタイマーを使用し、視覚、聴覚、個人の優位性に合わせて行動に移せるように支援を行う。
様々な活動を通して、個数や色、大きさの理解や力のコントロールができるように支援を行う。

集団生活の中で、自分の意思表示ができるよう児童の特性に合わせた関わり方、支援を行う。
また、遊具の貸し借りや順番待ち等を通して、児童同士での円滑なコミュニケーションがとれるようになる支援を行う。

第一に職員との信頼関係を構築し、自宅や学校以外の場所でも楽しい環境、自分の居場所があることを認知できるような支援を行う。
職員や他児童を含めた他者との交流の機会を作り、集団生活のルールや経験を身に着けられる支援を行う。

支援方針 児童の放課後の家となれるような安心して過ごせる環境を作る

営業時間 送迎実施の有無放デイ/平日　１４時半～１７時半、短縮　１１時半～１７時半、休校日　１１時～１７時半 あり

法人（事業所）理念 感謝を増やし幸せを作る

事業所名 放課後等デイサービス　まはろ和光南 作成日支援プログラム


